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◆特集○話題の焦点

行って、見て、納得！「インフラツーリズムの勧め」
◆行ってみよう

スノーシュートレッキングを楽しむ
◆第23回夢けんせつフォトコンテスト

受賞作品紹介
◆おじゃまします

近江建設株式会社



新
し
い
施
設
や
街
の
話
題
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

街
よ
り
高
い
位
置
を
流
れ
る
「
天
井
川
」
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
た
旧
草
津
川
。
川

と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
全
長
約
７
㎞
の
跡

地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
区
間
を
６
つ
に
分

け
、
平
成
24
年
に
「
草
津
川
跡
地
利
用
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
と
ま
ち
な
か
を
む
す
び
、
人
と
自
然
、

人
と
人
が
つ
な
が
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
空

間
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
草
津
川
跡
地
整

備
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
に
、
全
長
約

１・
２
㎞
の
『
ai
彩
ひ
ろ
ば
（
草
津
川
跡
地
公
園

（
区
間
２
））』
と
全
長
約
０・
８
㎞
の
『
de
愛

ひ
ろ
ば
（
草
津
川
跡
地
公
園
（
区
間
５
））』
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
『
ai
彩
ひ
ろ
ば
』
は
周
辺
が
農
業
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
整
備
テ
ー
マ
を
「
農
と
人
の
共

生
」
と
し
、
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
せ

せ
ら
ぎ
」
や
、
子
ど
も
た
ち
が
農
業
や
自
然
と

触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
デ

ン
」
の
ほ
か
、「
多
目
的
広
場
」「
交
差
点
広
場
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、『
de
愛
ひ
ろ
ば
』
付
近
は
江
戸
時
代

か
ら
東
海
道
と
中
山
道
が
合
流
す
る
場
と
し

て
、
周
辺
地
域
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
が
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
整
備
テ
ー
マ
を
「
人
と
人
の
交

流
」
と
し
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た

ガ
ー
デ
ン
空
間
と
し
て
、
農
業
高
校
や
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
と
と
も
に
育

て
る
「
ス
テ
ッ

プ
ガ
ー
デ
ン
」と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
」、
に

ぎ
わ
い
創
出
の

仕
掛
け
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
広
場

や
飲
食
店
な
ど

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

草
津
川
跡
地

整
備
事
業
を
進

め
る
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
い
な
が
ら

事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、

旧
草
津
川
の

堤
や
桜
並
木

を
残
し
て
天

井
川
の
お
も

か
げ
と
桜
を

楽
し
め
る
よ
う
に
し
、
災
害
時

に
は
、
防
災
拠
点
と
な
る
よ
う

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
（
多

目
的
施
設
）
に
か
ま
ど
テ
ー
ブ

ル
や
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
、
防
災
ト

イ
レ
な
ど
、
園
内
に
様
々
な
防

災
機
能
を
付
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
や
事
業
者
な

ど
、
公
園
を
利
用
す
る
多
様
な

団
体
で
組
織
す
る
「
草
津
川
跡

地
公
園
管
理
運
営
会
議
」
を
定

期
的
に
開
催
し
な
が
ら
、
市
民

や
団
体
か
ら
の
声
を
公
園
運
営

に
反
映
し
、
長
く
市
民
に
愛
さ

れ
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
に
ぎ

わ
い
空
間
と
し
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

草
津
川
跡
地
公
園（
草
津
市
）

草津川跡地公園へのアクセスやイベント情報などは
以下のサイトで紹介されています。

http://www.seibu-la.co.jp/kusatsugawa-atochi-park/

2017 Vol.686 秋

行って、見て、納得！
　　　　　「インフラツーリズムの勧め」

ここ数年、インフラツーリズムという言葉が注目を集めるようになり、既存のインフラ施設や、工事中の土木構造物を見学するツ
アーが全国各地で実施されています。
経済活動やライフライン、防災など、国民生活を支えるインフラ施設の裏側や、スケール感のある建設現場などを間近に見ること
のできるインフラツーリズムの魅力にせまります。
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「
安
全
よ
し
！
」
荻
田
　
亜
紀

「
ホ
フ
マ
ン
窯
」
上
野
　
邦
雄

イ
ン
フ
ラ
施
設
や
建
設
現
場
が

観
光
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
る

　

イ
ン
フ
ラ
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
：

infrastructure

）
と
は
、
道
路
や
鉄
道
、
河
川
、

港
湾
、
空
港
、
さ
ら
に
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
、

産
業
や
生
活
の
基
盤
と
し
て
整
備
さ
れ
る
施
設
を
さ

し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た

の
は
、平
成
25
年
の
「
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
土
木
技
術
や
優
れ
た
土
木

構
造
物
な
ど
、
特
徴
あ
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言
っ
て

も
普
段
は
見
ら
れ
な
い
建
設
中
の
工
事
現
場
や
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
裏
側
な
ど
を
見
学
で
き
る
こ

と
。
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
建
造
物
を
目
の
前
に
す
る
と
、
老

若
男
女
問
わ
ず
わ
く
わ
く
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は

２
０
１
６
年
に
全
国
各
地
の
最
新
イ

ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
情
報
を
紹
介
す
る
「
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
開
設
、
サ
イ
ト
で
は
各
地
方

整
備
局
が
主
催
す
る
現
場
見
学
会
の

ほ
か
、
民
間
旅
行
会
社
な
ど
が
主
催

す
る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
役
割
や
重
要
性
へ
の
理
解
が
深
ま

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
振
興

ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
“
魅
せ
る
！
現
場
”
へ

イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
の
楽
し
み
方

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
サ
イ
ト
「
現
場

見
学
ガ
イ
ド　

～
魅
せ
る
！
現
場
～
」
で
は
、
工
事

現
場
編
と
完
成
施
設
編
と
し
て
、近
畿
圏
で
（
通
年
）

体
験
で
き
る
（
平
成
29
年
10
月
現
在
）
と
し
て
、
ダ

ム
や
河
川
、
道
路
、
港
湾
な
ど
20
以
上
の
現
場
や
施

設
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、「
天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業　

ト

ン
ネ
ル
式
放
流
設
備
」
と
「
瀬
田
川
洗
堰
」
の
概
要

と
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
に
行
く
前
に
そ
の
現
場
の
概
要
や
ポ
イ
ン

ト
を
予
習
し
て
お
く
と
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
場
に
は
危
険
な
エ
リ
ア
も
多
い
た

め
注
意
事
項
を
確
認
し
て
、
特
に
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
場
合
は
十
分
に
気
を
付
け
て
見
学
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
工
事
現
場 

編

「
天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業

　
　
ト
ン
ネ
ル
式
放
流
設
備
」
（
京
都
府
宇
治
市
）

インフラツーリズムポータルサイト　
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/infratourism/index.html

整備後 整備前の草津川の桜

農業や自然に触れ学べる「スクールガーデン」

来園者同士が交流できる「交差点広場」

にぎわい活動棟（管理事務所）前の
「コミュニティガーデン」

メインエントランスの「ステップガーデン」

長い草津川をイメージした「せせらぎ」
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既
存
施
設
で
あ
る
天
ケ
瀬
ダ

ム
に
ト
ン
ネ
ル
式
放
流
設
備
を

新
設
し
て
、
洪
水
調
節
機
能
や

水
道
・
発
電
な
ど
の
利
水
機
能

を
増
強
す
る
再
開
発
事
業
で
、

一
般
の
方
を
対
象
に
立
ち
入
り

を
制
限
し
て
い
る
工
事
現
場
等

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト

●�

水
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
、

日
本
最
大
級
（
延
長
617
ｍ
、

最
大
ト
ン
ネ
ル
径
：
幅
約
23

ｍ
、
高
さ
約
26
ｍ
）
の
ト
ン
ネ

ル
で
す
。

●�

水
の
勢
い
を
ゆ
る
め
る
た
め

の
施
設
を
設
け
て
い
ま
す
。

●�

自
然
豊
か
な
周
辺
の
景
観
に

配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
完
成
施
設 

編

「
瀬
田
川
洗
堰
」
（
滋
賀
県
大
津
市
）

　

琵
琶
湖
の
出
口
と
な
る
瀬
田
川
の
流
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
琵
琶
湖
の
水
位
と
下
流
の
水
量
を
調
節

す
る
洗
堰
。
現
在
の
洗
堰
は
昭
和
36
年
に
完
成
し
た

も
の
で
、
ツ
ア
ー
で
は
、
一
般
の
方
を
対
象
に
立
ち

入
り
を
制
限
し
て
い
る
洗
堰
の
操
作
室
や
ゲ
ー
ト
設

備
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
地
に
は
、
土
木
遺

産
の
認
定
を
受
け
た
南

郷
洗
堰
（
明
治
38
年
完

成
）
の
一
部
が
当
時
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
春
は
桜
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
併
設
の
「
水

の
め
ぐ
み
館
ア
ク
ア
琵

琶
」
で
は
、
瀬
田
川
洗

堰
の
模
型
を
使
用
し
て

わ
か
り
や
す
く
施
設
を

紹
介
す
る
ほ
か
、
洗
堰

の
歴
史
や
琵
琶
湖
の
治

水
・
水
環
境
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
現
場
を
見
学

　

滋
賀
県
建
設
業
協
会
の
広
報
委
員
会
は
、
東
近
江

市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
大
津
能
登
川
長
浜
線
道
路
整

備
工
事　

能
登
川
工
区
」（
発
注
者
：
滋
賀
県
東
近

江
土
木
事
務
所
、受
注
者
：
株
式
会
社
三
東
工
業
社
）

の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
能
登
川
工
区
は
、
軟
弱
地
盤

対
策
の
た
め
に
前
の
工
事
で
積
み
上
げ
た
盛
土
を
撤

去
し
た
後
、
道
路
と
な
る
下
地
を
整
地
し
、
そ
の
下

を
通
る
道
路
と
水
路
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
。
現

場
は
琵
琶
湖
の
一
部
を
干
拓
し
た
土
地
の
た
め
地
盤

が
弱
く
、「
盛
土
載
荷
重
工
法
」
で
約
35
万
㎥
の
盛

土
を
仮
設
し
て
、
盛
土
の
重
み
で
約
６
メ
ー
ト
ル
も

地
盤
が
下
が
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
重
機
を
使
っ
て
ベ

ン
チ
カ
ッ
ト
工
法
（
斜
面
を
階
段
状
に
削
る
工
法
）

で
盛
土
を
掘
削
し
、
法
面
を
整
形
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
工
事
現
場
で
行
う
測
量
や
施

工
、
検
査
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
：

In
fo

rm
a

tio
n

 a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
tio

n 
Technology

）
を
活
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
見
学
に
先
立
っ
て
㈱
三
東
工
業

社
の
中
山
祐
介
所
長
と
生
田
周
作
品
質
管
理
室
長
か

ら
、
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
流
れ
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︿
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
流
れ
﹀

①
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
ー
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー

ン
）
に
よ
る
起
工
測
量

で
得
た
地
形
の
点
群

デ
ー
タ
（
位
置
情
報
）

か
ら
、
工
事
前
の
３
次

元
モ
デ
ル
を
取
得
す
る
。

②
発
注
者
が
平
面
図
で

作
成
し
た
設
計
図
な
ど

か
ら
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

３
次
元
設
計
図
を
作
成

す
る
。

③
①
の
３
次
元
モ
デ
ル
と
②
の
３
次
元
設
計
図
を
パ

ソ
コ
ン
で
比
較
し
て
、
掘
削

す
る
土
の
量
を
把
握
し
、
掘

削
や
運
搬
の
方
法
を
検
討

す
る
。

④
③
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
や
３
次
元
設
計
図

を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
重
機
と
管
理
シ

ス
テ
ム
に
入
力
し
、
掘
削
や

法
面
整
形
な
ど
の
作
業
を

半
自
動
制
御
で
行
う
。

⑤
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー
ン
）
に

よ
る
３
次
元
測
量
に
よ

り
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
。
こ
こ
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
重
機
の
内
蔵
カ

メ
ラ
か
ら
得
ら
れ
た
画

像
の
解
析
デ
ー
タ
、
重

機
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報

を
も
と
に
、
施
工
後
５

分
以
内
に
ク
ラ
ウ
ド
上

で
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
（
３

次
元
出
来
形
計
測
図

※

）
を
作
成
し
、
施
工

の
合
否
判
定
と
工
事
の
進
捗
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
も
搭
載
し
て
い
る
。

⑥
３
次
元
設
計
図
、
着
工
前
と
完
成
後
の
３
次
元
モ

デ
ル
、
施
工
中
に
取
得
し
た
合
否
判
定
デ
ー
タ
な
ど

を
、
工
事
完
成
図
書
と
し
て
発
注
者
に
納
品
す
る
。

※
３
次
元
出
来
形
計
測
図
は
、
出
来
上
が
り
の
形
と

設
計
の
形
が
合
っ
て
い
る
か
合
否
判
定
し
た
結
果
が

３
次
元
設
計
図
の
上
に
表
示
さ
れ
た
も
の
。

建
設
機
械
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
精
度
と
効
率
を
ア
ッ
プ

　

そ
の
後
、
現
場
に
移
動
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
重
機
に
よ

る
掘
削
と
法
面
整
形
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
重
機
（
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
）
の
先
端
（
シ
ョ
ベ
ル
部
分
）

が
、
３
次
元
設
計
図
に
対
し
て
ど
の
角
度
で
、
ど
の

位
置
に
あ
る
か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
さ
れ
、
作

業
を
行
う
人
と
管
理
を
行
う
人
が
同
時
に
同
じ
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
工
法
で
は
、
設
計
図
に
合
わ
せ
て
基
準
と

な
る
杭
な
ど
を
、
人
が
直
接
そ
の
場
所
に
設
置
し
た

後
、
そ
れ
を
目
安
に
勘
で
施
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
危
険
な
急
傾
斜
地
で
も
同
様
に
杭
な

ど
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
設
計
図
面
通
り
に
施
工
で

き
て
い
る
か
、
何
度
も
計
測
し
な
が
ら
施
工
す
る
た

め
、
作
業
に
多
く
の
時
間
と
人
手
を
要
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
重
機
に
は
、
基
準
と
な
る
位
置
や
高
さ
の

情
報
が
入
力
さ
れ
て
い
る
た
め
、
杭
な
ど
の
ガ
イ
ド

が
不
要
で
、
設

計
で
決
め
ら
れ

た
通
り
に
半
自

動
で
正
確
に
掘

削
で
き
ま
す
。

　

施
工
後
５
分

以
内
に
作
成
さ

れ
る
ヒ
ー
ト
マ
ッ

プ
は
、
作
業
後

の
地
面
の
高
さ

が
、
設
計
図
に

示
さ
れ
た
値
に

対
し
て
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
ど
れ

く
ら
い
か
を
、
色
に
よ
っ
て
見
え
る
化
し
た
も
の
で
、

一
目
で
工
事
の
精
度
と
進
捗
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
作
成
さ

れ
る
の
で
、
工
事
現
場
の
中
だ
け
で
な
く
、
遠
く
離

れ
た
本
社
と
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
導
入
で
人
手
や

手
間
を
省
き
、
よ
り
正
確
・
安
全
に

　

中
山
所
長
は
「
３
Ｄ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
見
慣
れ
て

い
な
い
人
に
と
っ
て
、
画
面
に
何
が
表
示
さ
れ
て
い

る
か
を
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
工
事
を
円
滑
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
３
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
を
維
持
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
管
理
者
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
」
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
実
施
に
当
た
っ
て

の
課
題
を
指
摘
し
ま
す
。
一
方
で
、「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
で
３
Ｄ
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
若
い
世
代
は
、

す
ぐ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
け
る
の
で

は
な
い
か
」
と
、
若
い
世
代
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
導
入
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
な
ん
と

言
っ
て
も
従
来
の
工
事
と
比
べ
て
、
重
機
の
１
日
当
た

り
の
施
工
量
が
約
１・
５
倍
に
な
り
、
な
お
か
つ
作
業

員
数
は
約
３
分
の
１
に
減
ら
せ
る
こ
と
が
大
き
な
魅

力
で
す
。
加
え
て
設
計
に
な
い
「
余
計
」
な
掘
削
を

し
よ
う
と
す
る
と
制
御
機
能
が
働
い
て
、
誤
っ
た
掘

削
を
予
防
で
き
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
重
機
の
優
れ
た
特

性
を
活
か
す
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

な
く
て
も
、
効
率
よ
く
正
確
・
安
全
な
施
工
が
行
え

ま
す
。

　

ま
た
、
完
成
後
の
書
類
検
査
を
３
次
元
モ
デ
ル
に

よ
る
検
査
に
変
え
る
と
、
検
査
に
か
か
る
日
数
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
建
設
産
業
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
残
業
」
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
検
査
書

類
の
作
成
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昼
間
は
現

場
で
作
業
や
検
査
、
安
全
管
理
を
行
い
、
夜
間
に
膨

大
な
量
の
検
査
書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
ら
で
す
が
、
こ
の
検
査
書
類
が
少
な
く
な
る
こ
と

で
、
受
注
者
・
発
注
者
双
方
に
と
っ
て
、
検
査
に
か

か
る
時
間
や
人
手
を
削
減
で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
い
っ
た
３
次
元
化
さ
れ
た
施
工
デ
ー

タ
が
行
政
機
関
に
蓄
積
さ
れ
る
と
、
老
朽
化
し
た
イ

ン
フ
ラ
が
災
害
で
破
損
し
た
場
合
の
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
計
画
の
立
案
に
も
有
効
活
用
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
安
全
な
暮
ら
し
を
維
持

す
る
た
め
に
も
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

建
設
工
事
現
場
で
は
、
最
先
端
の
建
設
機
械
を
使

い
こ
な
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
様
子
を
見
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
現
場
で
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
未

来
の
建
設
現
場
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

行って、見て、納得！「インフラツーリズムの勧め」

見学可能時期：通年（平日10：00～16：00）
見学対象者：団体（10名～20名）
※工事の進捗上、見学箇所の限定や日時調整を行う
　場合があります。
　現在、大断面掘削の開始により減勢池部トンネル内の
　見学はできません。

見学可能時期：通年　※洗堰操作のため、見学できない場合があります。
見学対象者：団体の皆様（５～20名）

【水のめぐみ館　アクア琵琶（不定休）】
http://www.kkr.mlit.go.jp/biwako/aquabiwa/

国土交通省近畿地方整備局「現場見学ガイド　～魅せる！現場～」
https://www.kkr.mlit.go.jp/kengaku/guide/index.html

現
場
見
学
会
レ
ポ
ー
ト

普段は入れない操作室や、併設の「水のめぐみ館アクア琵琶」で、
洗堰の仕組みや歴史について学ぶことができる。

整地された盛土の下を通る水路函渠が建設されている。

リアルタイムでショベルの位置を確認しながら作業する
ＩＣＴ重機（ショベルカー）

作業中のショベルの動きや、作業後の地面の高さが
モニターで確認できる。

起工測量で得られた地形の点群データ

設計図などから３DCADで作成した３次元設計図

巨大な「トンネル式放流設備」の建設現場を
間近で見学することができる。

作業後の地面の高さが設計図に対してプラスマイナス
どれくらいかを、色によって見える化したヒートマップ（ＵＡＶによる）

３Ｄモデリングで制作された完成予想図
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●主催／一般社団法人滋賀県建設業協会
●後援／�滋賀県、滋賀労働局、公益社団法人滋賀県建設産業団体連合会、西日本建設業保証株式会

社滋賀支店、滋賀県建設業協同組合、一般社団法人滋賀県土木施工管理技士会、建設業労
働災害防止協会滋賀県支部、独立行政法人勤労者退職金共済機構建退共滋賀県支部、びわ
湖放送株式会社、株式会社SIN

●協賛／滋賀県写真連盟、滋賀県カメラ材料商組合、フジカラープロフェッショナルラボ㈱トミカラー

応募者数 応募点数 第一部 第二部

総数 198人 358点 173点 185点

内
訳
県内 131人 236点 85点 151点
県外 67人 122点 88点 34点

●審査員／滋賀県写真連盟　会長：澤野　二朗　並びに主催者

第一部
「建設業にはたらく人々」
第二部
「建設物がある滋賀の風景」

第23回

●10月22日（日）　滋賀けんせつみらいフェスタ
　大津港業務用地（滋賀県大津市浜大津五丁目5-1）

●平成30年4月中旬頃　愛荘町立愛知川びんてまりの館
　（滋賀県愛知郡愛荘町市1673）

入賞作品展のお知らせ 入場無料
　北海道から鹿児島まで、全国各地から昨年を大きく上回るご応
募を戴きました。
　建設現場や作業する人達を撮ることは、場所も限られ条件の
悪いなか、よく写していますが、主題だけを切り取らず環境がわ
かるようまとめたいです。
　二部では従来からよく撮られている場所が多くありますが、同
じ場所でも季節を変え時間を選び新しい視点で捉えてください。
新しい場所を見出し創作意欲のある作品が上位に入りました。

審査後記
滋賀県写真連盟会長　澤野　二朗

第一部「建設業にはたらく人々」（デジカメ・カメラ可）

滋
賀
県
知
事
賞

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
長
賞

滋
賀
県
写
真
連
盟
会
長
賞

「
安
全
よ
し
！
」
荻
田
　
亜
紀
［
滋
賀
県
］

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
付
け
て
も
ら
い
緊
張
し
た
表
情
の
子
供
と

大
人
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
、二
人
の
呼
吸
、対
話
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。撮
影
位
置
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
。

評Ｂ
Ｂ
Ｃ
び
わ
湖
放
送
株
式
会
社
賞

「
突
貫
工
事
の
ダ
ン
プ
カ
ー
」
太
田
　
誉
［
岩
手
県
］

滋賀労働局長賞

「あれ　音がちがうわ」高橋　克弥［滋賀県］
建設業労働災害防止協会滋賀県支部長賞

「空中作業」田村　宏［京都府］
橋脚の一部を切取り、働く人を配して大きさをよく表現しています。
遠くの山並み、防護ネットを入れ見事に構成しました。

評 ハンマーの音に耳を澄まし真剣な表情で見据える。コンクリートの汚れや、
ひび割れが時の経過を表し、音の違いを視覚的にも巧く表現しました。

評

建設機械や建物、山のピントを少しはずし、背景として上手く使い主題の男性、
測量機を浮き立たせ、表情もよく見事な画面構成です。

評十字に入れた鉄骨と修復する文化財との時代対比。作業する若者の呼吸の
合った姿もよくシンプルにまとめ、主題を引立てました。

評

縦
位
置
に
ま
と
め
た
画
面
奥
ま
で
並
ぶ
ダ
ン
プ
カ
ー
。リ
ア
ル
に
捉
え
た

画
面
か
ら
突
貫
工
事
、緊
急
性
が
よ
く
伝
わ
り
ま
す
。

評

一般社団法人滋賀県土木施工管理技士会長賞

「建設男子」池田　真由美［滋賀県］
独立行政法人勤労者退職金共済機構建退共滋賀県支部長賞

「文化財を守る」井上　先夫［滋賀県］

「”お気をつけて！”」
松岡　憲一［滋賀県］

67



第二部「建設物がある滋賀の風景」
（デジカメ・カメラ可）

「恐竜使い」
近藤　ちひろ［滋賀県］

「チームワーク」
石井　清治［千葉県］

「見習い中」
仲川　幸延［愛媛県］

「
曳
家
工
事
」

桒
原
　
達
夫
［
滋
賀
県
］

「
架
橋
作
業
」

木
原
　
雄
三
［
熊
本
県
］

滋賀産業新聞賞

「奥琵琶湖パークウェイ彩る桜」
平　尚治［滋賀県］〈滋賀県長浜市〉

西日本建設業保証株式会社滋賀支店長賞

「水路」
澤村　勝司［愛知県］〈滋賀県高島市〉

珍しい形の水路を俯瞰撮影で、水の勢いで白くなっている部分、
ブルーの水で造形的によくまとめています。

評 琵琶湖に面した道路の桜、山肌を縫う道沿いの桜がとても美しく、広い範囲を写し、
山肌の姿や建物で環境をよく表現しました。

評

滋
賀
県
知
事
賞

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
長
賞

滋
賀
県
写
真
連
盟
会
長
賞

「
ホ
フ
マ
ン
窯
」
上
野
　
邦
雄
［
滋
賀
県
］〈
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
〉

「工事現場」
髙木　志津夫［福島県］

「家族を守るヨシ！」
松田　勘衛［滋賀県］

「地域の悲願」
有田　勉［岩手県］

「安全に」
山本　洋子［岡山県］

「お疲れさま」
曽我　一彦［滋賀県］

「「匠みの技」長さピッタリ」
山田　祐市［滋賀県］

「バックオーライ」
金井　正顕［京都府］

「道路のアート作家」
野村　昭夫［滋賀県］

「構築」
山岡　周天［滋賀県］

か
つ
て
の
瓦
工
場
跡
の
煙
突
を
縦
位
置
の
画
面
で
象
徴
的
に
堂
々
と
捉
え
、

青
空
、白
い
雲
も
よ
く
、手
前
の
花
も
取
り
入
れ
美
し
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

評
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U22特別賞

「
あ
お
紅
葉
の
百
済
寺
」

新
海
　
正
男
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
東
近
江
市
〉

「
秋
の
秋
彩
」

高
橋
　
勲
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
愛
知
郡
〉

「
乙
女
ケ
池
」

西
村
　
忠
員
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
高
島
市
〉

「
思
い
出
の
刻
」

西
野
　
恵
利
子
［
京
都
府
］

〈
滋
賀
県
犬
上
郡
〉

「工場の屋根から見える伊吹山」
近藤　美紀［滋賀県］〈滋賀県長浜市〉

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
賞

「
月
の
あ
か
り
」
前
河
　
栄
次
［
滋
賀
県
］〈
滋
賀
県
長
浜
市
〉

外の景と水中の様子を同時に写すのは露出的にも難しいが、魚を取る少年を生かし、
石積みの堰堤を象徴的に捉えています。

評

季節の贈り物、トンネル内がさくら色に染まりとても美しい。
先にあるしだれ桜の見事な演出を逃さず写し止めました。

評

狭い道沿いに残された鉱山跡の建造物、コンクリートの変色や木々に
覆われた様に時の流れを感じます。

評

象
徴
的
な
建
物
を
月
明
か
り
に
雲
を
活
か
し
、日
々
目
に
す
る
風
景
を

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に
誘
い
、美
し
く
ま
と
め
ま
し
た
。

評

滋賀県建設業協同組合理事長賞

「明治の遺産」岡本　聖［京都府］〈滋賀県大津市〉

夢けんせつフォトコン実行委員会　委員長賞

「人が造り、自然が染める」橋本　大志［滋賀県］〈滋賀県甲賀市〉

BBCびわ湖放送株式会社賞

「トトロの世界」大音　昌江［滋賀県］〈滋賀県長浜市〉

「奥琵琶湖パノラマ」
本庄　重夫［滋賀県］〈滋賀県長浜市〉

「
た
・
そ
・
が
・
れ
」

河
居
　
宏
次
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
彦
根
市
〉

「
ア
イ
ガ
の
花
筏
」

平
田
　
芳
美
［
滋
賀
県
］

〈
滋
賀
県
甲
賀
市
〉

「
晩
秋
の
参
道
」

岸
岡
　
一
彦
［
滋
賀
県
］〈
滋
賀
県
大
津
市
〉

「
追
憶
の
学
舎
」

若
林
　
武
司
［
滋
賀
県
］〈
滋
賀
県
犬
上
郡
〉

「春の小川」
茶山　昌子［滋賀県］〈滋賀県長浜市〉

「水面をわたる」
丹波　玲子［滋賀県］〈滋賀県近江八幡市〉

「里山」
福本　勝［滋賀県］
〈滋賀県蒲生郡〉

「歴史を感じて」
上田　智子［京都府］
〈滋賀県東近江市〉

「水の流れは人の流れに」
安井　潤［滋賀県］
〈滋賀県草津市〉
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新
し
い
技
術
を
活
用
し
て

質
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
目
指
す

ド
ロ
ー
ン
や
３
Ｄ
ソ
フ
ト
を

い
ち
早
く
採
用

ア
イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

向
け
た
動
き
も

　

地
元
の
建
設
会
社
に
勤
務
し
た
後
、
約
10
年
前
に

近
江
建
設
に
入
社
、
今
年
５
月
に
代
表
取
締
役
に
就

任
し
た
藤
岡
誠
社
長
。「
昭
和
29
年
に
祖
父
が
創
業

し
て
、
母
が
２
代
目
の
代
表
を
務
め
て
家
族
で
が
ん

ば
っ
て
き
た
。
少
し
ず
つ
売
上
を
伸
ば
し
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
総
合
評
価
の
評
価
点
を
あ
げ
る
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
」
と
分
析
し
ま
す
。

　

平
成
14
年
に
は
『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
２
０
０
０
』

の
認
証
を
、
平
成
24
年
に
は
『
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
』
を
認
証
取
得
し
た
ほ
か
、
育
児
介
護
休
暇
や
育

児
休
業
給
付
な
ど
法
令
に
基
づ
く
諸
制
度
の
周
知
を

図
り
、
従
業
員
が
制
度
を
活
用
し
や
す
い
事
業
所
を

目
指
す
企
業
と
し
て
、
滋
賀
県
の
『
女
性
活
躍
認
証

企
業
』
の
二
つ
星
認
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

藤
岡
社
長
は
い
ち
早
く
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

り
、
滋
賀
県
内
で
初
め
て
土
木
施
工
業
向
け
の
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
採
用
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
新
し

い
技
術
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
滋
賀
県
優
良
工
事
表
彰
知
事
賞
（
農

政
水
産
部
門
）
を
受
賞
し
た
『
入
江
干
拓
２
期
地

区
承
水
路
第
１
工
事
』（
米
原
市
）
は
、
ヘ
ド
ロ
状

の
沼
の
土
壌
を
改
良
す
る
工
事
で
、
予
想
以
上
の

難
工
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
施
工
品
質
だ
け
で
な

く
「
延
長
300
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
現
場
だ
っ
た
の

で
、
創
意
工
夫
で
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
施
工
の
状

況
を
撮
影
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
藤
岡
社
長
。

　
「
評
価
点
を
上
げ
る
努
力
は
ど
こ
の
建
設
会
社
で

も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
の
で
、
点
数
が
ど
ん
ど

ん
あ
が
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
中
小

建
設
会
社
も
、
ア
イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
先
駆
的
な
取
り
組
み
も

１
～
２
年
経
つ
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
の
で
、
次

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
い
つ
も

考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し

ま
す
。

　

今
後
は
現
場
の
安
全
管
理
や
安
全
計
画
に
３
Ｄ
ソ

フ
ト
を
活
用
す
る
な
ど
、
自
社
で
で
き
る
範
囲
で
情

報
化
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
感
心
が
高
ま
る
中
、
環
境
保
全
・
安

全
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
企
業
倫
理
・
社
会
的
規

範
・
法
令
順
守
）
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
企
業
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
旋
回
時

に
は
電
気
モ
ー
タ
が
作

動
し
て
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒

素
酸
化
物
）
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
低
減
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
重
機
を
導

入
す
る
な
ど
、
環
境
保

全
に
も
配
慮
し
て
き
ま

し
た
。

　

降
雪
期
に
は
自
社
保

有
の
除
雪
車
や
重
機
を

動
員
し
て
、
地
域
の
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
に
は
台
風
５
号
が
長
浜
市
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
同
社
で
は
被
害
発
生
後
す

ぐ
に
、
道
路
補
修
維
持
管
理
の
委
託
を
受
け
て
い
る

国
道
365
号
の
応
急
復
旧
工
事
に
当
た
り
、
７
カ
所
で

道
路
を
ふ
さ
い
で
い
た
土
砂
を
取
り
除
く
な
ど
、
約

１
カ
月
か
か
っ
て
復
旧
工
事
を
終
え
ま
し
た
。

　

ま
た
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
美
知
メ
セ

ナ
活
動
で
国
道
303
号
の
清
掃
や
除
草
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
滋
賀
県
建
設
業
協
会
伊
香
支
部
の
活
動
に
も
熱

心
に
取
り
組
み
、
地
元
の
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
木
之
本
小
学
校
と
西
浅
井
中
学
校

で
、
凹
凸
が
で
き
て
荒
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
き
れ
い

に
整
備
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
建
設
会
社
と
し
て
、
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
に
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
質

の
高
い
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
信
頼
に
応
え
て
た
い

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
、
こ
れ
か
ら
も
着
実
な
成
長

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
江
建
設
株
式
会
社　
　
長
浜
市
西
浅
井
町
　
　
　
代
表
取
締
役
　
藤
岡
　
誠

藤岡　誠代表取締役

社屋

下余呉地区補助急傾斜地崩壊対策工事

伊香支部の奉仕活動では、毎年地元の小中学校のグラウンド整備を行っている。

台風5号による被害で土砂が流出した
国道365号の応急復旧工事

自社保有の除雪車や重機を動員して行う
除雪活動

NOxやCO2排出量を低減するハイブリッド重機

滋賀県優良工事表彰知事賞を受賞した
『入江干拓2期地区承水路第1工事』道路の清掃や除草などを行う美知メセナ活動
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行ってみよう

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む

高
島
市

「赤坂山自然ガイドブック」の編集に参加されたメン
バーを中心に、結成された倶楽部。多くの人にマキノ
の豊かな自然に親しんでもらうため、年間を通して山
や川、湖での自然観察会や体験イベントを開催、冬
季にはスノーシュートレッキングも実施しています。
また、エコツーリズム・インタープリター養成講座も
開講しています。
http://nature-makino.sakura.ne.jp/

日本海側と太平洋側を区切る中央分水嶺の中央部、
マキノの愛

あ ら ち ご え

発越から朽木の三国岳までの約80kmで、
かつて使われていた古道や山道を結んでできたもの。
乗鞍岳、三国山・赤坂山、大谷山、大御影山、三重嶽、
武奈ヶ嶽、二の谷山、行者山、駒ケ岳、百里ヶ岳、三
国峠、三国岳といった山々が続きます。途中、あちこ
ちで琵琶湖と若狭湾を望むことができます。

　赤坂山の麓にあるマキノ高原ではスキーや
そり遊びのほか、スノーシューで巡る森林セ
ラピー＆スノーシュートレッキングや、赤坂山
に登るスノーシュー登山が楽しめます。
　 レ ン タ ル ス ノ ー
シューと施設内にあ
るマキノ高原温泉「さ
らさ」がパックになっ
たお得なプランもあ
ります。

●体験コース
　「調子ヶ滝コース」
●登山体験コース
　「赤坂山登山コース」「寒風登山コース」
●スノーシューレンタル
　大人 2,000円　小人 1,500円

スノーシューを安全に楽しむために

■�雪山は道がわかりにくいため注意が必要です。天候の急変などに対応するため
にも、ガイドや経験者と行くことをお勧めします。

■スタートする前に足首のストレッチなど準備運動を行いましょう。
■雪が凍結している場所では危険なので迂回しましょう。
■�ウエアは撥水性のあるもの、下着は吸汗速乾素材のものを。歩いている時は汗

をかくほどですが、止まると寒くなるので、フリースや薄手のダウンを用意する
ようにします。

足に着けるとこん
な感じ。かなりの
存在感が…
反 対 側 の ス ノー
シューを踏まない
よう、肩幅くらい
に足を開いて歩く
のがコツ。

登りはヒールリフターを上げて。

急な斜面をグリップをきかせながら
登っていきます。

平らなところでは引きずるような
感じで歩きます。

この日は快晴で、湖北の山々や
琵琶湖を見渡すことができました！

雪の上なのでけっ
こう高いところか
らジャンプしても
平気です。

慣れてくると斜面を滑るように
一気に下りることもできます。

途中、クロモジの木の香
りをかいだり、動物の足
跡を探したりと、自然観
察も楽しみました。

●高島市マキノ町牧野931
●TEL 0740-27-0936
　（9：00～17：00）
●http://www.makinokougen.co.jp/

高島トレイル
始点

永原

マキノ

近江
塩津

余呉

JR
湖西
線

JR北陸本線赤坂山

大谷山
マキノ高原

道の駅
マキノ追坂峠

愛
発
越

乗
鞍
岳

三
国
山

初
心
者
で
も
す
ぐ
に
楽
し
め
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

　

靴
だ
け
で
積
も
っ
た
雪
の
上
を
歩
こ
う
と
す
る
と
、
足
が
沈
み
こ
ん
で
た
い
へ
ん
歩
き
づ
ら
い
も
の

で
す
。
雪
の
上
を
歩
く
た
め
の
道
具
と
言
え
ば
、
日
本
で
は
昔
か
ら
“
か
ん
じ
き
”
と
い
う
木
の
枝
を

曲
げ
て
輪
状
に
し
た
道
具
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
は
、
西
洋
版
“
か
ん
じ
き
”
の
よ
う
な
も
の
で
、
軽
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
フ
レ
ー
ム
と
内
側
に
貼
ら
れ
た
デ
ッ
キ
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
生
じ
る
浮
力
で
雪
の
上
で
も
沈
み
に
く

く
、
底
に
付
い
た
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
爪
が
雪
面
を
し
っ
か
り
グ
リ
ッ
プ
す
る
の
で
、
滑
ら
ず
安
全
に
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
キ
ー
の
よ
う
に
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
歩
く
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
や
す
く
、
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
や
登
山

靴
に
取
り
付
け
る
と
、
ふ
か
ふ
か
し
た
新
雪
の
上
も
、
急
な
斜
面
も
ラ
ク
に
歩
行
で
き
ま
す
。
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
使
い
こ
な
せ
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

平
地
用
と
山
用
が
あ
り
、
山
用
は
し
っ
か

り
し
た
滑
り
止
め
の
ほ
か
、
斜
面
を
登
る
時

に
踵
を
持
ち
上
げ
る
ヒ
ー
ル
リ
フ
タ
ー
が
付

い
て
い
ま
す
。
簡
単
に
脱
げ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
平
地
用
に
比
べ
る
と
着
脱
が
し
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
に
合
っ
た
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
が
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

施
設
で
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
レ
ン
タ
ル
で
き

る
の
で
、
ま
ず
は
体
験
し
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

今
回
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、

マ
キ
ノ
自
然
観
察
倶
楽
部
の
谷
口
良
一
さ
ん

の
案
内
で
、
マ
キ
ノ
町
在
原
の
林
道
か
ら
高

島
ト
レ
イ
ル
の
乗
鞍
岳
（
８
６
５
・
２
ｍ
）
頂

上
を
目
指
し
ま
し
た
。

雪
上
を
滑
る
よ
う
に
歩
い
た
り
、
雪
の
斜
面
を
登
っ
た
り
降
り
た
り

で
き
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
。
初
め
て
の
人
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
近
年
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
雪
原
や
雪
山
を
歩
き
、
自
然
観

察
な
ど
を
楽
し
む
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
、
滋
賀
県
内
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

マキノ自然観察倶楽部

高島トレイル

スノーシュー
トレッキング体験が
できるのは？
マキノ高原
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んけ夢夢
滋賀けんせつみらいフェスタ2017

主催／滋賀県建設産業魅力アップ実行委員会　問い合わせ／077-522-3232

滋賀県建設業協会や滋賀県建設
青年会議などの動きについて
ご紹介するコーナーです。
協会広報委員会のフェイス
ブックもあわせてご覧ください。

「滋賀県メンテナンス技術者養成講座」がスタート

CESAプログラムの環境郊外学習を開催

第23回夢けんせつフォトコンテスト審査会を開催 第54回滋賀県建設野球大会開幕

　10月21日（土）、22日（日）、大津港業務用地で『滋賀けんせつみらいフェスタ2017』

が開催されます。

　フォトコンテストや作文コンクールの表彰式、ご当地アイドルユニットのミニコン

サートのほか、建設機械の試乗体験、親子丸太切り競争やミニテトラポット製作体験

（どちらも要事前予約）、滋賀ユナイテッドBCのプロ野球選手によるコーチング、環境

体験教室など盛りだくさんのイベントが開催されます。

　10月21日（土）はプレイベントとしてフォトコン・絵画の作品の展示や、防災かまどベ

ンチの設置、ドローン飛行などが行われます。

　模擬店やプレゼントも多数ご用意しています。楽しい体験や展示を通して、建設業の

今と未来がわかる『けんせつみらいフェスタ』に、ご家族でぜひお出掛けください。

　現在、日本では多くの橋やトンネル、道路などの社会インフ

ラが建設から50年を迎え、老朽化による損傷や劣化等から 安

全な通行の確保が難しくなるという問題が発生しており、早急

な対策の必要性が叫ばれています。

　そのような中、本会では、「地元のインフラは地元で守る」と

いう理念の下、滋賀県や滋賀国道事務所、舞鶴工業高等専門

学校等と連携し（産官学の連携で）、滋賀県の橋のメンテナン

スを担える人材を育成することを目的とした「滋賀県メンテナ

ンス技術者養成講座」を開設しました。講座は３日間で、今年

度は３回開催します。

　今後、一人でも多くこの養成講座を受講して、滋賀県の橋を

守り地元に安心と安全を提供できる技術者に育ってくれるこ

とを期待しています。

　今年も建設青年会議環境委員会が、甲賀市立伴谷東小学校５年生58名を

対象に環境郊外学習を行いました。

　まずは、小学校近くの思川のゴム堰堤を見学。風船を膨らませたり、萎ま

せたりして水位・流量を制御し、台風や大雨による洪水などを防いだり、田畑

への水の有効活用の仕組みをわかりやすく説明しました。その後、学校へ戻

り思川に生息する身近な植物の生態や歴史、水は「どこからきて、どこにいく

のか」といった水循環の勉強、水の飲み比べや水質の比較実

験などを体験してもらい、最後に校外学習の記念として、オリ

ジナルエコバッグづくりを楽しんでいただきました。

　近年、日本各地で局地的な大雨や台風が発生し、土砂崩

れ、地滑り、河川の氾濫など、多くの被害が発生しています。

私たち青年部メンバーも一緒に参加・勉強することで、自然

環境を壊さず人と自然にやさしい工事施工により、今後発生

する台風等による災害を未然に防ぐとともに、地域の安全を

守る建設業として活躍していきたいと思います。

　８月２日（水）、今年で23回目となる夢けんせつフォト

コンテストの審査会が、夢けんプラザで行われました。

　今年は昨年より73点多い358点の応募があり、建設業

で働く人や建設物のある滋賀の風景などを被写体にした

魅力ある作品が数多く集まりました。

　恒例となった建設野球大会の開会式が、８月26日（土）

に皇子山球場で開催されました。全26チームが出場して

行われた開会式と始球式に続いて、この日は18試合が行

われ、熱戦が繰り広げられました。

　９月30日（土）に行われ

た決勝では、近江八幡建

設工業会６-２西村建設

となり、近江八幡建設工

業会が６年ぶり２回目の

優勝を飾りました。

機械試乗体験コーナー
●高所作業車、バックホウ、
　移動式クレーンの展示と
　試乗体験
●展示車両運転席での
　写真撮影

※そのほか、住宅建築やリフォーム、耐震などの相談会（要事前予約）、

　フォトコンテストや絵画コンテスト作品や、各種パネルの展示コーナーもあります。

実演コーナー
●親子丸太切り競争（要事前予約）
●ミニテトラポット製作体験（要事前予約）
●環境体験教室
●建設工事現場見学会
●ベニヤドームづくり
●オリジナルパズル作り
●ミニショベル
　お菓子すくい
　など

模擬店・プレゼント
●各種飲食・販売ブース
●花の種、ヘリウム風船
　プレゼント
　各種カタログの配布
●コンクリートクイズ

ステージイベント
●「フルーレット」ミニコンサート
●チェーンソー彫刻実演
●中・高生ブラスバンド演奏
●ジャグリングショー
●保育園児おゆうぎ
●小学生太鼓演奏
●滋賀ユナイテッドBC
　トークショー
　など

10月22日日
大津港で開催！！
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夢けん夢けん夢けん夢けん N E W S

　今年も力作が勢揃いしたフォトコンテスト。たくさんのご応募あり

がとうございました。私も審査員として今年で２年目となり、選考さ

れる意味合いも少しずつ分かってきました。私の投票した作品が上

位に入賞するととてもうれしく思います。

　さて、今年の夏はいつか必ず来ると思われていた災害が遂に湖北

の地にも来ました。災害復旧に当たられた県、市町村の皆様、建設作業員の方 ご々苦労様でした。

また被害にあわれた方々へ心よりお見舞いを申し上げます。

　天災は忘れた頃にやってくると寺田寅彦が言ったように、「まあ大丈夫だろう。いつ来るか判ら

ない災害より今の生活が大事」と思っていたときに災害は起こるなあとつくづく思いました。人間

は失敗して成長していきます。この教訓を糧にして防災の考え方を見直したいものです。

　今年もまた各地で防災訓練が行われていますが、建設業に携わっている一員として真剣に訓練

に参加していきたいです。広報委員会も防災の意識向上に貢献できれば幸いと思います。それで

はみなさん「ご安全に」。

●�P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。
●�別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
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　平成30年１月20日必着
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パズル＆クイズ当選者

美
味
し
い
も
の
を
つ
な
い
で
、

し
り
と
り
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
を
組
み
合
わ
せ
る
と
？

ヒ
ン
ト
　
特
集
「
話
題
の
焦
点
」

食
欲
の
秋
し
り
と
り
ク
イ
ズ

①�

祭
の
屋
台
で
見
か
け
る
り
ん
ご
に
飴
を
か
ら
め
た

お
菓
子
は
？

②
カ
エ
デ
の
樹
液
を
濃
縮
し
た
甘
味
料

③
プ
リ
ン
と
果
物
な
ど
を
盛
り
合
わ
せ
た
デ
ザ
ー
ト

④�

小
麦
粉
な
ど
で
作
っ
た
生
地
を
油
で
揚
げ
た
お
菓
子

⑤�

小
魚
や
海
藻
な
ど
を
砂
糖
と
醤
油
で
煮
付
け
た
惣
菜

⑥
中
華
料
理
の
定
番
、
に
ら
の
卵
と
じ

⑦
き
の
こ
を
英
語
で
言
う
と
？

⑧�

卵
と
ク
リ
ー
ム
で
作
る
ふ
ん
わ
り
し
て
ク
リ
ー

ミ
ー
な
デ
ザ
ー
ト

⑨
日
本
近
海
に
広
く
生
息
す
る
イ
カ
と
言
え
ば
？

⑩
お
節
料
理
に
か
か
せ
な
い
ニ
シ
ン
の
卵

⑪
長
年
、
高
い
人
気
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米

⑫
葉
っ
ぱ
の
形
を
し
た
焼
き
菓
子

■
■
■
■

■
■
■
■
■

クイズパズル

湖う
み

の
餅 

〜
ｔ
ａ
ｅ
〜

　

滋
賀
県
菓
子
工
業
組
合
で
は
平
成
28
年
に
設
立
50
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、「
滋
賀
県
と
言
え
ば
こ

れ
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
新
し
い
商
品
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
会
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
結
果
、
滋
賀
県

特
産
の
最
高
級
の
も
ち
米「
滋し

が
は
ぶ
た
え
も
ち

賀
羽
二
重
糯
」を
使
っ
て
、

世
代
を
超
え
て
人
気
の
高
い
プ
リ
ン
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

卵
を
使
わ
ず
も
ち
米
の
粘
り
と
寒
天
で
生
地
を
固
め

る
こ
と
で
、
も
ち
も
ち
と
し
た
新
し
い
食
感
が
特
徴
的

な
プ
リ
ン
を
作
ろ
う
と
、
試
作
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

滋
賀
羽
二
重
糯
の
ね
ば
り
と
キ
メ
細
か
く
な
め
ら
か
な

食
感
と
、
濃
厚
な
生
ク
リ
ー
ム
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
た
優

し
い
甘
さ
の
プ
リ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
深
い

味
わ
い
を
引
き
立
て
る
黒
密
と
抹
茶
の
２
種
類
の
ソ
ー
ス

が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
要
冷
蔵
の
商
品
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
が
、

発
売
後
、
常
温
で
約
１
カ
月
保
存
で
き
る
よ
う
改
良
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
冷
凍
庫
で
凍
ら
せ
て
か
ら
、
カ
ッ
プ

を
熱
湯
で
温
め
る
と
き
れ
い
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
常
温
か
ら
冷
凍
ま
で
温
度
を
変
え
る
と

違
っ
た
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
20
～
30
代
の
女
性
を
意

識
し
た
お
し
ゃ
れ
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
琵
琶
湖
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
水
色
を
使
っ
て
、
餅
と
縁
の
深
い
ウ
サ
ギ
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
組
合
の
加
入
店
の
店
頭
で

販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
滋
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
「
滋
賀
の
名

品
」
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
で
も

購
入
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
滋

賀
県
を
代
表
す

る
ス
イ
ー
ツ
と
し

て
、
ｔ
ａ
ｅ
ブ

ラ
ン
ド
を
事
業

展
開
し
て
い
く
予

定
で
、
滋
賀
の

食
材
を
使
っ
た
新

た
な
商
品
の
開

発
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

①

②

③

④

⑩

⑫⑤

⑥ ⑦

⑪ ⑧

⑨

「滋賀の名品」のサイト
http://shiganomeihin.jp/
滋賀県菓子工業組合
TEL.077-525-5972

　

建
設
現
場
と
い
う
と
、
騒
々
し
く
て
雑
然
と
し

た
と
こ
ろ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
…

取
材
で
訪
れ
た
「
大
津
能
登
川
長
浜
線
道
路
整
備

工
事　

能
登
川
工
区
」
の
現
場
は
整
然
と
し
た
印

象
で
、
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

現
場
事
務
所
も
た
い
へ
ん
き
れ
い
で
快
適
、
所

内
に
は
熱
中
症
対
策
の
製
氷
機
が
置
か
れ
て
い
た

ほ
か
、
安
全
管
理
は
も
ち
ろ
ん
働
く
人
の
体
調
管

理
に
も
い
ろ
い
ろ
と
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
に
感
心

し
ま
し
た
。
初
め
て
間
近
で
見
る
ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
重
機
な
ど
に
興
味
津
々
。
ち
な
み
に
写
真
は

当
日
ド
ロ
ー
ン
か
ら
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
建
設
業
の
経
営
環
境
を

改
善
し
、
事
故
の
な
い
安
全
な
職
場
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
建
設
業
で
働
く
人
々
の
賃
金
水

準
を
上
げ
魅
力
あ
る
業
種
に
す
る
た
め
に
、
も
っ

と
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
。

　

か
つ
て
は
「
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
」
な
仕
事

と
言
わ
れ
た
建
設
業
で
す
が
、「
給
与
を
多
く
、
休

日
も
し
っ
か
り
と
れ
て
、
希
望
の
あ
る
」“
新
３
Ｋ
”

の
職
業
と
な
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
、
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「夢けんせつフォトコンテスト」「夢けんプラザ絵画

コンクール」の入賞作品を、27インチの液晶ディスプ

レーに表示して紹介する、デジタルフォトフレーム展

示台を作成しました。

　フォトフレーム展示台の設置を絵画コンクールに

応募された学校などに呼び

かけて、設置していただけ

る施設を募集し、より多くの

方々に作品を鑑賞していた

だく予定です。

●お問い合わせ先
　（一社）滋賀県建設業協会
　担当：山本
　TEL：077-522-3232

　協会では建設業の魅力を発信する、

新しいイメージアップポスターを制作

しました。「私たちはこの街の暮らしを

守っています」というキャッチフレーズ

とともに、地域の安全な暮らしを守るた

め日々がんばっている会員のみなさん

の姿を紹介しています。

建設業イメージアップ
ポスター 入賞作品展示用

フォトフレーム展示台ができました。

取材 話

「湖
うみ
の餅～tae～」（黒蜜）
1個378円（税込）

1819
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◆特集○話題の焦点

行って、見て、納得！「インフラツーリズムの勧め」
◆行ってみよう

スノーシュートレッキングを楽しむ
◆第23回夢けんせつフォトコンテスト

受賞作品紹介
◆おじゃまします

近江建設株式会社


